
１．施設概要

施設名

所在地
サイトＵＲＬ

根拠条例

設置目的(設置時期)

指定管理者名

指定期間

２．総合的な評価

３．月例・随時モニタリング実施状況の確認

有 ・ 無

◆管理運営等の状況
　利用者の自立支援等提案どおりの取組を実施し、事業計画、仕様書等の内容により事業を実施した。平成30年度
の新規入所者数は20名、退所者数は24名、年度末入所者数は21名となっている。
◆利用状況
　新規入所者は前年度から20名減し、退所者は14名減した。利用者数（延べ入所者数）は、前年度比9.6％のマイ
ナスとなり、Ｂ評価となった。
◆利用者の満足度
　平成30年9月～10月に実施し、上位２段階の回答割合が90％に上昇したため、Ｓ評価となった。回収率も92％に
達しており、チラシを作成し掲示板に張り出すとともに利用者職員懇談会で内容説明を行った上で直接配布してい
ることから、高い回収率となっている。
◆収支状況
　入所者が当初計画数に達しない等により、当初予算から収入・支出ともに減少したが、修繕費等の経費を節減す
ることにより、収支差額はプラスとなり、Ａ評価となった。
◆苦情・要望等
　入所者には、集団生活を送る中での日常的な不満等はあるが、職員がその都度話を聞くなど対応しており、苦
情・要望等は特になかった。
◆事故・不祥事等
　職員が事故・不祥事防止に積極的に取り組んでおり、事故等はなかった。
◆労働環境の確保に係る取組状況
　県による監査、労働基準監督署からの指摘事項はなかった。
◆その他
　平成30年度の３項目評価についてはＡ評価とした。今後、利用者数減少へ歯止めをかけるための対応を引き続き
協議していきたい。
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　評価については、利用状況はＢ、利用者の満足度はＳ、収支状況はＡになったため、３項目評価はＡとした。
　利用状況の改善のための対応として、利用者の増加に向けた検討を行い、母子や短期利用者、妊産婦の受け入れ
拡大等を実施しているところであるが、近年、保護対象者の多様化や複雑、困難なケースの増加により、就労し安
定した自立生活を目指すという施設本来の役割に適した対象者が減少傾向にあり、今後も措置機関である女性相談
所とともに、更なる受け入れ拡大等の検討を継続していく。
　また、利用者の満足度を上げる対応として、支援員の育成、資質向上に向けた取組を推進し、より質の高い支援
の実施を目指すとともに、レクリエーション教室の拡充など、利用者の余暇活動の充実を図っていく。
　施設の特性上、入所者の安全確保や情報の秘匿等に細心の注意を払うことが必須となっており、所管課、女性相
談所と密接に連携・協力して県行政との一体性を確保しながら機能を果たす必要がある。

＜各項目の詳細説明＞

施設所管課
（事務所）

現場確認

実 施 日 特記すべき事項があった場合はその内容

月１回２時間程度

随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける指
導・改善勧告等の有無

指導・改善勧告等の内容

３項目評価 Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要
※３項目評価とは、３つの項目（利用状況、利用者の満足度、収支状況）の評価結
果をもとに行う評価をいう

Ａ

月例業務報告
確認

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由



４．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

〔　参考：自主事業　〕

＜心理的ケアの充実＞
利用者に対する心理面からの支
援を重視して心理士（心理療法
担当職員）を配置し、心理相談
を実施する。

＜心理士面接実績＞
平成30年 4月：18人
　　　　 5月：17人
　　　　 6月：17人
         7月：29人
         8月：20人
         9月：26人
        10月：17人
　　　　11月：18人
　　　　12月：22人
平成31年 1月：18人
　　　　 2月：19人
　　　　 3月：21人
平成30年度実績：延べ242人

入所者は様々な理由
から心に傷を持った
方が多く、心理的ケ
アの重要性は高まっ
ている。

＜退所者自立支援事業の充実＞
施設を退所後、地域社会で安定
した自立生活を継続して送れる
よう、自立生活のための相談、
指導等の援助を希望する退所者
に支援を行う。

＜支援実績＞
平成30年 4月：263人
　　　　 5月：157人
　　　　 6月：144人
         7月：223人
         8月：188人
         9月：235人
        10月：263人
　　　　11月：209人
　　　　12月：221人
平成31年 1月：231人
　　　　 2月：163人
　　　　 3月：163人
平成30年度実績：延べ2,460人

退所後も息の長い支
援を必要とする退所
者は多く、引き続き
地域の支援機関や行
政機関と連携し支援
を行うことは、自立
に向けた重要な役割
となっている。

事業計画の主な内容 実施状況等 実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

＜利用者の自立支援＞
利用者の自立支援は、本人の自
主性を尊重しながら「自立支援
計画書」を策定し、それに沿っ
て具体的な支援・援助を実施す
る。
自立支援計画書に基づいて振り
返りをし、目標の達成度合いに
ついて確認し合いながら、次の
ステップに向けて支援を実施す
る。

＜自立支援計画書作成実績＞
平成30年 4月：1人
　　　　 5月：1人
　　　　 6月：3人
         7月：2人
         8月：1人
         9月：2人
        10月：1人
　　　　11月：2人
　　　　12月：1人
平成31年 1月：1人
　　　　 2月：1人
　　　　 3月：3人
平成30年度実績：計19人
上記のほか、入所から１ヶ月毎や
退所前等にはカンファレンス（評
価）を行い、自立支援計画書の見
直しを行っている。（平成30年度
カンファレンス実施件数 73件）

自立支援について
は、本人の意向を尊
重するとともに、女
性相談所や福祉事務
所等の関係機関と連
携の上、計画の策
定・見直しを行って
おり、適切に実施さ
れている。

事業計画の主な内容 実施状況等



５．利用状況

目標値の設定根拠：

利用者数の算出方法（対象）：

※　原則は人数だが、施設の状況等により変更可能。単位を変更した場合はその理由

利用者数※ 9,424 9,131 8,256

対前年度比 96.9% 90.4%

評価 ≪評価の目安≫
目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％未満　Ｂ：85％
以上～ 100％未満　Ｃ： 85％未満　目標値を設定していない場合は対前年度比。
社会福祉入所施設と県営住宅については評価を行わないこともできますが、「目標値」
欄に代わりとなる数値（定員数等）があれば記載してください。Ｂ

前々年度 前年度 2018年度

目標値は設定していない（社会福祉入所施設の特性上、目標
値設定はなじまない）

入所者延べ人数

目　標　値 定員70名 定員70名 定員70名

目標達成率



６．利用者の満足度

〔 サービス内容の総合的評価 〕

質問内容

実施した調査の配布方法 回収数／配布数 ／ ＝

配布(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

さつき寮での暮らしは、将来のあなたの生活に役立つと思いますか。

直接配布 23 25 92.0%

入所者

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～90％未
満　Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満
※評価はサービス内容の総合的評価の｢満足｣回答割合で行うＳ

満足度調査の
実施内容

協定に定めた調査内容 実施結果と分析

年１回９～10月に実施 　平成30年9月21日～10月5日に実施。プ
ラス評価が90％で前年度の77.7％から大
幅に増加し、マイナス評価は10％で前年
度の22.2％から大幅に減少したが、「ど
ちらともいえない」や無回答という評価
を保留した回答も見られた。
食事が（どちらかといえば）おいしいと
いう回答が６割に達していることや、職
員の対応が（どちらかといえば）丁寧だ
という回答が６割以上ということから、
施設での生活を好意的にとらえていると
考えられる。
　一方で、寮則やルールについては、
（どちらかといえば）納得できないと回
答した人も１割強おり、門限や、職員の
対応、通信制限があることへの不満など
の回答があり、入所者の課題の複雑化・
多様化や入所者層の多様化、生活の場と
シェルター機能の中で、改善可能な事項
について引き続き取り組むことで、更な
る質の向上を図っていく。

満足、不満に回答が
あった場合はその理由

サービス内容の総合
的評価の回答数 10 8 1 1 20

先の話ばかりで今の
ことをもっと考えて
ほしい

満足
どちらか
といえば

満足

どちらか
といえば

不満
不満 合計

前年度の
回答数 10 11 4 2 27

回答率 50.0% 40.0% 5.0% 5.0%

回答率の
対前年度比 135.0% 98.2% 33.8% 67.5%

前年度回答率 37.0% 40.7% 14.8% 7.4%



７．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

(単位:千円)

/ / /

0

前
々
年
度

前
年
度

評価 ≪評価の目安≫　収支差額の当初予算額：０円の施設が該当
収入合計／支出合計の比率が　Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％未満
Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に15％を超える
マイナスが生じている)：85％未満Ａ

収入の状況 支出の状況 収支の状況

指定管理料 収支比率利用料金 その他収入
その他収入
の主な内訳

収入合計 支出 収支差額

決算 119,887 2,012
備考の
とおり

121,899 116,376 5,523 104.75%

当初
予算

144,296 1,085
備考の
とおり

145,381 145,381 0

決算 118,886 5,926
備考の
とおり

当初
予算

134,942 1,085
備考の
とおり

136,027

124,812 116,144 8,668 107.46%

当初
予算

134,585 1,530
備考の
とおり

136,115

136,027

136,115 0

決算 115,565 2,772
備考の
とおり

118,337 114,312 4,025 103.52%

＜備 考＞

その他収入内訳
　平成28年度予算　受取利息配当金20、受入研修費40、利用者等外給食費650、雑収入375
　平成28年度決算　寄付金287、受取利息配当金2、受入研修費40、利用者等外給食費623、
　　　　　　　　　雑収入1,060
　平成29年度予算　受取利息配当金20、受入研修費40、利用者等外給食費650、雑収入375
　平成29年度決算　寄付金1,089、受取利息配当金2、受入研修費40、利用者等外給食費730、
　　　　　　　　　雑収入1,192、その他の収入2,873
  平成30年度予算　受取利息配当金20、受入研修費40、利用者等外給食費650、雑収入820
　平成30年度決算　寄付金87、受取利息配当金2、受入研修費43、利用者等外給食費726、
　　　　　　　　　雑収入1,195、その他の収入719
　※平成30年度支出の予算額と決算額の差額について（主なもの）
　・入所者数が予算人数を大きく下回ったことによる給食費減（予算14,377千円／決算7,727千円）、
　　保健衛生費減（予算1,821千円／決算743千円）
　・経常経費の節減　修繕費（予算1,100千円／決算181千円）

※支出に納付金が含まれる場合、その内数

2018年度 前年度 前々年度

2018
年度



８．苦情・要望等 該当なし

件

件

件

件

件

件

件

件

※指定管理者に起因するものを記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

９．事故・不祥事等 該当なし

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事に関して改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

10．労働環境の確保に係る取組状況

分野 報告件数 概要 対応状況

施設・設備

職員対応

職場環境 無

事業内容

その他

※指摘事項は、県による監査（包括外部監査含む）又は労働基準監督署によるものとし、有とした場合は備考欄に概
要を記載。

職員の配置体制 無

労働時間 無

確認項目 指摘事項の有無 備考

法令に基づく手続き 無

発生日

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）

①
②
③
④
⑤
⑥


